
風
信

　
　
　
　
　
一
．

　「
長
崎
く
ん
ち
」の
初は
じ
め

は
長
崎
奉
行
所
の
正
史「
長
崎
實
録
大
成
」に
次
の
よ
う
に
記

し
て
あ
る
。

寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）九
月
七
日
、惣
町
よ
り
二
拾
一
町
先
供
と
諸
芸
を
な
す
。午
刻

神
輿
御
旅
所
に
渡
御
…
…
九
日
は
拾
町
先
供
相
勤
む
、午
刻
神
輿
還
御
・
湯
立
・
神

楽
・
流
鏑
馬
等
あ
り
。

十
二
日
　
神
前
に
て
能
こ
れ
有
り

　
当
時
の
諏
訪
社
は
現
在
の
松
森
神
社
の
地
に
あ
っ
た
。諏
訪
社
が
現
在
の
地
に
移
っ
た

の
は
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）十
一
月
九
日
で
あ
り
、当
時
は
神
佛
混こ
ん
こ
う淆
の
時
代
で
あ
っ
た
の

で
梵
鐘
が
寄
進
さ
れ
境
内
に
鐘
楼
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
当
時
の
諏
訪
社
は
諏
訪
・
住
吉
の
二
社
を
主
神
と
し
て
い
た
の
で「
お
上
り
・お
下
り
」

の
神
輿
は
二
台
で
あ
っ
た
が
、宝
永
三
年（
一
七
〇
五
）よ
り
は
森
崎
社
の
神み
こ
し輿
も
新
調
し
、

以
来
、現
在
の
よ
う
な
三
体
の
神
輿
の
行
列
に
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
長
崎
實
録
大
成
続
編
に
次
の
文
が
あ
る
。

寛
政
五
年（
一
七
九
三
）・
当
年
よ
り
九
月
七
日
・八
日
・九
日
に
奉
仕
し
て
き
た「
長
崎

く
ん
ち
」を
浚
明
院
様
の
御
日
柄
に
よ
り
九
月
十
一
日
よ
り
十
三
日
ま
で
奉
納
す
る

願
、免
許
有
之

　
浚
明
院
と
は
徳
川
十
代
将
軍
家
治
の
こ
と
で
あ
る
。家
治
が
没
し
た
の
は
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）九
月
八
日
で
あ
り
、寛
政
四
年
九
月
七
日
は
家
治
公
七
回
忌
逮
夜
に
相
当
す

る
の
で
以
後
の「
長
崎
く
ん
ち
」は
九
月

八
日
を
さ
け
九
月
十
一
日
よ
り
十
三
日

と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
然
し
明
治
元
年
と
な
り
、長
崎
奉
行

所
が
廃
止
さ
れ
、同
年
二
月
五
日
に
は

総
督（
後
の
県
令
）澤
主
水
正
宣
嘉
が
来

任
、「
諏
訪
社
祭
礼
は
旧
に
復
し
九
月
七

日
・
九
日
」と
す
る
旨
の
申
し
渡
し
が

あ
っ
た
。

　
こ
の
時
の
布
達
書
に
は
華
麗
な
る
長
崎
く
ん
ち
奉
納
踊
・
傘
鉾
廃
止
の
事
、神
輿
に
従

う
も
の
武
者
行
列
三
十
五
人
等
々
と
あ
る
。

　
然
し
明
治
八
年
県
令
宮
川
県
令（
知
事
）の
時
、「
長
崎
く
ん
ち
」は
新
暦
の
十
月
七
・

八・九
日
に
改
め
、奉
納
踊
も「
今
年
よ
り
質
素
を
旨
と
し
て
旧
例
の
よ
う
に
復
活
」と
記

し
て
あ
る
。明
治
十
年
に
は
西
南
戦
争
、悪
疫
流
行
等
に
よ
り「
く
ん
ち
」を
十
二
月

十
七・
十
八・
十
九
日
に
延
期
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
二
．

　
戦
後
に
お
け
る「
長
崎
く
ん
ち
」は
、昭
和
二
十
年
・
終
戦
の
年
の
十
月
七
日
、丸
山
花

月
の
本
田
寅
之
助
氏
の
強
行
推
進
に
よ
っ
て
奉
納
踊
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。桟
敷
は
な

か
っ
た
が
長
坂
は
一
ぱ
い
で
あ
っ
た
。傘
鉾
・シ
ャ
ギ
リ
は
な
く
踊
り
子
六
人
、地じ
か
た方
衆
五
人

で
、踊
は
手
古
舞
の
奉
納
で
あ
っ
た
。御お
み
こ
し

神
輿
の「
お
下
り
」「
お
上
り
」は
な
か
っ
た
。　
翌

昭
和
二
十
一
年
十
月
九
日「
長
崎
く
ん
ち
」が
あ
り
、寄
合
町
の
傘
鉾
と
同
町
の
本
踊
を

先
頭
に
踊
町
合
同
で
本
踊
り
二
つ
が
あ
り
、東
古
川
町
の
川
船
の
奉
納
が
あ
っ
た
。

　
今
年
の「
長
崎
く
ん
ち
・
奉
納
踊
」の
事
に
つ
い
て
、私
は「
な
が
さ
き
の
空
・
第
三
集
」

（
平
成
三
年
刊
）な
ら
び
に「
な
が
さ
き
の
空
・
第
十
集
」（
平
成
十
年
刊
）に
集
録
し
て
い
る

の
で
御
参
考
に
し
て
戴
く
と
よ
い
が
、今
回
も
其
の
概
要
に
つ
い
て
少
し
記
述
さ
せ
て
戴

く
こ
と
に
し
た
。

　
尚
、第
三
集
・
第
十
集
を
、お
読
み
に
な
り
た
い
方
は
本
会
事
務
局
丹
田
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

（
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〇
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今
年
の
奉
納
踊
六
ヶ
町

○
紺
屋
町
　
江
戸
時
代
ま
で
は
長
崎
の
町
に
は
本
紺
屋
町
・
中
紺
屋
町
・
今
紺
屋
町
の

三
ヶ
町
が
あ
り
、長
崎
の
紺
屋（
染
物
）は
唐
船
よ
り
輸
入
さ
れ
る
白
糸
・
染
料
を
使
用
し

模
様
に
も
異
国
風
の
物
が
あ
り「
ト
ウ
ジ
ン
ク
ウ
ヤ
」と
俗
称
さ
れ
有
名
で
あ
っ
た
。当
時

は
中
島
川
の
川
水
を
使
用
し
、三
ヶ
町
の
紺
屋
町
が
で
き
る
ほ
ど
長
崎
の
紺
屋
さ
ん
は
繁

昌
し
て
い
た
。戦
後
の
紺
屋
町
は
、今
・
中
の
両
紺
屋
町
を
中
心
に「
紺
屋
町
」が
編
成
さ

れ
奉
納
踊
に
参
加
さ
れ
た
。傘
鉾
は
秋
の
諏
訪
社
の
大
祭
に
雅
楽
の
調
べ
を
奉
納
す
る
意

を
込
め
て
紅
葉
二
株
の
許
に
冠
台
を
置
き
、楽
人
の
馬
兜
と
筌
を
幽
雅
に
配
し
て
い
る
。

奉
納
踊
は
町
内
に
お
ら
れ
る
伝
統
の
踊
師
匠
、藤
間
金
彌
先
生
が
町
内
子
供
連
中
を
先

引
に
加
え
ら
れ
、賑
や
か
に
本
踊
を
奉
納
さ
れ
る
と
お
聞
き
し
て
い
る
。

○
出
島
町
　
江
戸
時
代
の
出
島
内
に
は
日
本
人
の
居
住
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、奉
納

踊
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。明
治
時
代
と
な
り
次
第
に
日
本
人
が
住
む
よ
う
に
な

り
、初
め
て
出
島
町
が
奉
納
踊
に
参
加
し
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
の
宮く
ん
ち日
か
ら
で
あ
っ

た
。勿
論
当
時
は
伝
統
の
傘
鉾
も
奉
納
踊
も
な
か
っ
た
の
で
中
山
文
孝
先
生
に
相
談
さ

れ
、出
島
と
言
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
だ
か
ら
と
言
う
の
で
、オ
ラ
ン
ダ
渡
り
の
品
々
を
傘
鉾

に
飾
り
オ
ラ
ン
ダ
船
を
引
き
物
に
カ
ピ
タ
ン
行
列
・オ
ラ
ン
ダ
万
才
の
踊
を
奉
納
し
た
。

○
東
古
川
町
　
江
戸
時
代
初
期
、中
島
川
と
鹿し
し
と
き解
川
の
間
に
開
け
た
古
川
地
区
は
大
町

で
あ
っ
た
の
で
、寛
文
大
火（
一
六
六
三
）以
後
、町
を
本
・
東
・西
の
三
つ
に
分
け「
く
ん
ち
」

の
奉
納
踊
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。現
在
も
東
古
川
町
に
は
天
満
宮
が
あ
り
、こ
の

お
社
の
鳥
居
に「
寛
永
十
八
年
二
月
建
　
川
副
町
」と
刻
し
て
あ
る
の
で
東
古
川
町
の
旧

町
名
は
川
副
町
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。「
本
町
の
奉
納
踊
の
だ
し
物
は
全
て
町
名
に
因

ん
だ
傘
鉾
と
川
船
で
す
か
ら
良
く
見
て
下
さ
い
」と
町
内
の
人
達
は
言
わ
れ
る
。

○
小
川
町
　
町
内
に
は
立
山
よ
り
流
れ
下
る
小こ
が
わ川
が
あ
り
、昔
、対
岸
の
船
津（
町
）の
海

岸
に
碇
泊
し
た
人
達
の
用
水
の
全
て
を
、此
の
町
の
小
川
の
水
に
頼
っ
て
い
た
の
で
町
は

繁
昌
し
、町
名
も
小こ
が
わ川
町
と
名
ず
け
た
そ
う
で
あ
る
。

　
平
成
十
年
十
月
当
時
の
中
山
正
町
内
会
長
と
毛
利
利
明
氏
よ
り「
今
年
は
六
十
三
年

ぶ
り
に『
く
ん
ち
の
奉
納
踊
』に
参
加
す
る
の
で
加
勢
し
て
下
さ
い
」と
の
事
で
あ
っ
た
。そ

し
て「
本
年
ま
で
は
傘
鉾
の
新
調
は
間
に
あ
い
ま
せ
ん
が
、次
の
平
成
十
七
年
の
踊
町
の

時
に
は
昔
と
同
じ
型
の
傘
鉾
を
新
調
し
ま
す
」と
も
言
わ
れ
た
。私
に
は
実
に
な
つ
か
し

い
小
川
町
の
傘
鉾
と
獅
子
舞
で
あ
る
。

○
本
古
川
町
　
本
古
川
町
と
言
え
ば
戦
前
の
長
崎
の
人
達
は
江
戸
町
の
兵
隊
さ
ん
、本

古
川
町
の
軍
艦
を
思
い
出
す
。然
し
戦
後
は
軍
艦
を
出
す
わ
け
に
ゆ
か
ず
、古
川
町
も
中

山
文
孝
先
生
に
相
談
し
、江
戸
時
代
・
長
崎
警
備
の
た
め
入
港
し
て
き
た
藩
の
御
座
船
を

主
軸
に
、風
雅
な「
御
座
船
」を
奉
納
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

　
傘
鉾
は
フ
ル
カ
ワ
の
町
名
に
因
ん
で「
古
い
皮
」を
使
用
し
た
太
鼓
・
鼓つ
づ
み
に
横
笛
と
雅

楽
器
を
、榊
の
下
に
白
木
八
ッ
足
の
台
を
置
き
、台
の
上
に
は
楽
人
の
冠
を
配
し
た
実
に

幽
雅
な
傘
鉾
で
あ
る
。

○
大
黒
町
　
明
治
三
十
三
年
長
崎
市
は「
港
内
の
海
底
に
泥
土
が
堆
積
し
干
潮
時
に
は

三
五
〇
号
　
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日

平
成
二
十
三
年
十
月

　
長
崎
く
ん
ち
今
年
の
み
ど
こ
ろ（
そ
の
二
十
四
）

船
舶
の
全
て
が
不
便
を
き
た
す
」の
で
、港
湾
改
良
の
大
工
事
を
開
始
し
て
い
る
。こ
の
工

事
に
よ
り
大
黒
町
・
樺
島
町
・
旧
出
島
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
、前
面
の
全
て
の
海
域
は
埋
地
と
な

り
、其
処
に
中
ノ
島
・
長
崎
駅
・
大
波
止
・
千
馬
町
・
出
島
岸
壁
等
が
つ
く
ら
れ
た
。

　
そ
の
昔
、大
黒
町
の
前
面
は
、長
崎
港
最
奥
の
船
着
場
で
あ
り
、毎
年
春
一
番
の
風
に

乗
っ
て
入
港
し
て
く
る
唐
船
の
一
番
船
は
、大
黒
町
の
海
岸
よ
り
碇
を
入
れ
た
。其
の
故

に
、こ
の
町
の
奉
納
踊
は
唐
人
船
で
あ
り
、傘
鉾
は
町
名
に
因
ん
だ
蔭か
げ

大
黒
の
趣
向
が
あ

り
昔
よ
り
有
名
で
あ
る
。

○
樺
島
町
　
前
述
の
よ
う
に
昔
は
此
の
町
前
面
も
海
岸
で
あ
り
其
処
に
は
上
方
方
面
よ

り
商
品
を
積
み
込
ん
だ
船
が
多
く
着
い
て
い
た
。中
で
も
大
阪
・
堺
方
面
よ
り
の
船
は
多

く
、其
の
船
頭
衆
が
町
の
人
達
に
教
え
た「
堺
だ
ん
じ
り
・
太
鼓
山
」が
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
の
始

め
で
、寛
政
十
一
年（
一
七
九
九
）奉
納
と
あ
る
。シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
著『
N
i
p
p
o
n
』の

挿
絵
に
も
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
の
図
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
傘
鉾
は
、同
町
の
乙
名
若
杉
氏
が
神み
こ
し輿
行
列
に
使
用
す
る
猿
田
彦
の
面
を
寄
進
し
た

こ
と
に
よ
り「
松
の
木
の
下
に
猿
田
彦
の
面
」を
か
け
て
町
の
誇
と
し
て
い
る
。

〈
参
考
〉

　
毎
年「
長
崎
く
ん
ち
」の
解
説
書
と
し
て
、山
下
寛
一
氏
の「
呂
紅
」よ
り「
長
崎
く
ん
ち
」が
刊
行
さ
れ

て
い
る
の
で
御
よ
み
戴
く
と
よ
い
。（
電
八
二
二
─
〇
一
六
〇
）

○
何
は
と
も
あ
れ
今
月
は
、新
し
い
野
田
総
理
大
臣
の
も
と
、第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
た
の
で

あ
り
、私
達
も
明
る
い
社
会
の
開
進
に
協
力
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い
る
。

○
長
崎
で
は「
孫
文
と
梅
屋
庄
吉
」を
大
き
く
取
り
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、当
時
の
長
崎
で
は

革
新
的
な
思
想
を
鼓
舞
し
た
鈴
木
天
眼
を
主
軸
に
し
た「
東
洋
日
之
出
社
」の
人
達
も
、大

い
に
孫
文
の
思
想
に
協
力
し
た
実
績
が
あ
っ
た
事
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

○
九
月
三
日
は
本
木
昌
造
先
生
百
三
十
六
回
忌
で
あ
り
、恒
例
に
よ
り
長
崎
印
刷
工
業
組
合

主
催
で
本
木
先
生
の
遺
徳
を
偲
ぶ
供
養
の
会
が
菩
提
寺
大
光
寺
で
行
わ
れ
た
。

	

本
木
先
生
は
印
刷
業
開
発
の
為
の
み
で
な
く
、我
が
国
近
代
文
化
発
展
の
上
に
も
大
い
な

る
貢
献
を
残
さ
れ
て
い
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

○
九
月
十
二
日
は
中
秋
の
名
月
で
あ
る
。中
秋
と
は
旧
暦
で
は
七
・八・九
月
を
秋
と
言
い
、旧

八
月
十
五
日
の
月
を
一
年
中
で
一
番
美
し
い
名
月
と
言
う
。

長
崎
の
名
月
は
蜀
山
人
太
田
南
畝
の「
ヒ彦

山

コ
サ
ン
山
・
名
月

の
句
」で
全
国
的
に
有
名
で
あ
り
諏
訪
公
園
に
は
月
見
茶

屋
も
あ
る
。

越
中
　
哲
也

明治初期の大黒町傘鉾図


